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１．目的  

 コンクリートの若材齢時の挙動に伴う初期欠陥には、自己収縮や温度応力によるひび割れなどがある。コンクリ

ートにひび割れが生じた場合、塩害などの様々な劣化要因の進行が促進され、耐久性などに悪影響を与えることは

良く知られている。したがって、若材齢時コンクリートの挙動に伴う初期欠陥、特にひび割れ発生の予測及びそれ

による耐久性の定量的評価を行うことは重要な課題である。 

 したがって本研究では、セメントの水和発熱に起因する温度変化、自己収縮などの複合した若材齢時の挙動メカ

ニズムを明らかし、若材齢時コンクリートの力学的特性値の資料を得ることを目的として、実構造物で生じるそれ

らの挙動などをシミュレート及び測定できる一軸拘束試験装置(以後、温度応力シミュレーション装置と称す)を用

いて内部温度及び応力の測定、またその測定結果を用いて解析を行った。 

 

２．研究概要  

2.1 測定概要 

 測定は恒温室内に設置された温度応力シミュレーション装置に供試体となるコンクリートを打込み、コンクリー

ト内部の温度制御のための温度履歴及び拘束供試体用の拘束度を与え、コンクリートが凝結始発時間に達した後に

設定した温度及び拘束度で制御させ、その状態で指定した期間・間隔でコンクリート内部の温度と拘束供試体に拘

束度を制御するために加えた荷重の測定を行った。 

 

2.2 解析概要 

 解析の対象は拘束供試体とし、図-1 に示すように実際の寸法を用いてメ

ッシュモデルを作成、温度応力シミュレーション装置での拘束供試体の測

定値と解析結果が一致するように力学的特性値などの各種解析条件を変

えて解析を行った。また、その時の解析条件が拘束供試体の力学的物性値

であるとした。本研究では、この同定結果を用いて、見かけのヤング係数及

た。 

 

 

3. 測定結果及び解析結果 

3.1 温度応力シミュレーション装置測定結果 

本研究では、全てのケースで配合条件及び拘束条件(完全

拘束)は同一であるが、ケース 1 の設定温度のみ最高点で約

20℃異なるようにしている。図-2 にコンクリートの温度履

歴、図-3 に応力の測定結果を示す。図-2,3 より温度および

応力の測定結果は測定条件が同一であるケース 2～4 でほぼ

同様の結果が得られた。 
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びクリープによる低減率の算定を行っ

図-1 メッシュモデル 
図-2 温度測定結果 



3.2 見かけのヤング係数算定結果 

 図-3 応力測定結果 

温度応力シミュレーション装置による測定結果をも

とに、解析結果と測定結果がほぼ一致した時の、温度

応力シミュレーション装置内の供試体の見かけのヤン

グ係数と、その供試体と同一配合のφ10×20cm 供試体

の強度試験から求めたヤング係数とを比較した結果を

図-4 に示す。また、見かけのヤング係数と試験から得

られたヤング係数とを比較した結果を図-5 に示す。試

験値は、各ケースとも時間の経過とともに増加してい

るが、見かけのヤング係数は各ケースとも増減する結

果となった。次に試験結果に対する見かけのヤング係

数の比率を図-6 に示す。図内右上の図はケース 1 のご

く初期材齢のものである。試験値の比率はケース 1 で

約 0.2～6 ケース 2で約 0.2～1.3、ケース 3で約 0.2～

2、ケース 4で約 0.15～1.5 であった。ただし、各ケー

スの比率は異なるが、全体的な形状は類似する結果と

なった。この差異が生じた理由は、φ10×20cm のコン

クリート供試体と解析の対象としているコンクリート

の間で、拘束条件やクリープなどの影響によって実際

のヤング係数の挙動が異なるためだと考えられる。実

構造物でのヤング係数の挙動を把握する上で、このよ

うな見かけのヤング係数と簡易的な試験値ヤング係数

との差異を考慮し、見かけのヤング係数を算定するこ

とは有用であると思われる。 

図-4 解析結果 

 
 
4. まとめ 
 本研究では、温度応力シミュレーション装置での測

定及びその測定値を用いて実構造物で生じていると思

われるヤング係数の変化について検討を行った。その

結果、見かけのヤング係数に関しては試験値に対する

比率に差はあるものの、どのケースも経時的な変化は 
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図-5 ヤング係数の比較 

 

 

 

図-6 ヤング係数の変化率 

 類似しており、材齢 2日までに大きな変化を示す結果 
となった。今後は配合・温度・拘束度など様々な条件 

下での比較検討を行っていくつもりである。 
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